
令和４年１１月１８日（金）、金沢地方・家庭裁判所で裁判所事務官・裁判所書記官 仕事体験を
開催し、１８名の方に参加していただきました。当日の様子をプログラムに沿って紹介します。

裁判所事務官・裁判所書記官
仕事体験

★Ｐｒｏｇｒａｍ★
・１３：３０～ 開催の挨拶
・１３：３５～ 導入レクチャー

職場見学／事務官仕事体験
公判期日までの準備について

・１４：２５～ 実施前レクチャー
・１４：３５～ 模擬公判
・１５：３０～ 書記官仕事体験
・１６：００～ 質疑応答等

職場見学／事務官仕事体験
公判期日までの準備について

実施前レクチャー
模擬公判

裁判所事務官と裁判所書記官の仕事内容、刑
事訟廷事務室と刑事部立会係について、それぞ
れ説明をした上で、２班に分かれ、職場見学と
事務官仕事体験を交互に行いました。職場見学
では、刑事部の職員が働いている様子を見てい
ただきました。
事務官仕事体験では、送達準備の体験をして

いただきました。皆さん、職員の説明を聞きな
がら、真剣に取り組んでいました。
その後、公判期日の前にどのような準備や仕

事があるのか、刑事部の裁判官と書記官が模擬
記録に基づきながら具体的に話し、打合せの様
子も見ていただきました。法廷以外での裁判官
や書記官の仕事を理解いただけたのではないか
と思います。

法廷や刑事裁判の流れ等について説明した
後、職員による模擬公判を傍聴していただき
ました。現在刑事部で働いている職員が、裁
判官や弁護人、書記官を演じたので、実際の
法廷に近い雰囲気を感じていただけたのでは
ないかと思います。
この模擬公判における被告人質問の調書を

作成することが、次の書記官仕事体験の内容
だったので、皆さん考えながら真剣にメモを
取っていました。



質疑応答等

最後は現在刑事部で働いている裁判官、書
記官、事務官が登場し、参加者の皆さんの
質問に答えました。
・事務官の仕事のやりがいは？
・事務官・書記官を目指すきっかけは？
・要旨調書作成のポイントは？
・１日のスケジュールは？

などといったまじめな質問から
・飲み会はあるの？

などといったフランクな質問まで出ました。
参加者の皆さんには、最初こそ緊張した

雰囲気が感じられましたが、質問が進むに
つれて和やかな雰囲気に変わりました。

参加者の皆様、お疲れ様でした！

裁判所書記官仕事体験

参加者の感想

模擬公判での被告人質問の際にとっ
たメモをもとに、被告人質問調書の作
成体験をしていただきました。
穴埋めの書式に記載していただきま

したが、メモを手に、悩んでいる人、
たくさん書いている人等、それぞれで
した。
現役で働く書記官でも、調書の作成

には悩むことがあります。
書記官の仕事の難しさを感じつつも

やりがいや責任を感じていただけたの
ではないかと思います。

・裁判所はとても堅いイメージがあったが、和やかな雰囲気を感じた。イメージが変わった。
・事務官・書記官は、縁の下の力持ちのような存在だと思った。
・裁判所＝裁判官というイメージが強かったが、裁判官を支え、スムーズな裁判を行えるよ
うにサポートするという重要な仕事を書記官・事務官が担っているということを理解でき
た。とてもやりがいのある仕事で、かっこいいと思った。この仕事体験をとおして、ます
ます裁判所で働くということの魅力を感じ、興味が湧いた。

・実際に体験することで、どんな仕事をしているのかよく分かった。裁判を進めていくうえ
で書記官がとても重要な存在であることがわかり、書記官になってみたいと感じた。

・質問会をとおして、チームとして働くことの大切さを教えていただき、裁判官のイメージ
が変わって楽しかった。傍聴にも行ってみたくなった。


